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　秋晴れの空の下、グリーンヒルズ友の会がサツ
マイモ収穫祭を開催し、約360人の家族連れが収
穫と秋の味覚を楽しみました。
　５月にみんなで植えた約1,200本の「鳴門金
時」にはたくさんのサツマイモが実り、参加者は
宝探しをするかのように土をゆっくり掘り進み、
大物を掘り当てていました。
　初めて参加した下山千尋さん（弥生小５年生)
は「たくさん掘れて楽しかったし、採れたてのお
芋も美味しかった。今度は苗植えもやってみた
い」と満足そうに話してくれました。

　作州民芸館や城西浪漫館など、大正時代の建物
が残る城西地区で、津山の玄関口として栄えた当
時のにぎわいを再現しようと開催された「津山城
西まるごと博物館フェア｣。
　作州民芸館ではミルクホール（喫茶店）を再現。
ホールでは地元合唱団がコーラスで会場を和ませ、
来館者は大正の雰囲気を楽しみながらカップを傾
けていました。旧出雲街道沿いには県内外から集
まった陶器や木工品などの露店が立ち並び、手仕
事のまちがよみがえったようで、多くの家族連れ
などでにぎわいました。

　スポーツを通じて友愛と協力、美しい心を培う
ため行われる「つやま市民スポーツ祭｣。玉入れ
や各種リレー、綱引き、ちびっこ相撲秋場所など、
さまざまな種目に約8,000人の参加者がさわやか
な汗を流しました。
　親子でスプーンレースに参加した牧俊行さん
(勝部）は「子どもがいろんな団体の子とふれあえ
る良い機会。普段、子どもと力を合わせて取り組
むことがないので、協力し合えてよかったです｣
と額に少し汗を浮かべながら話してくれました。

　抜けるような秋空の下、高田神社で獅子舞が奉
納されました。雄雌２頭の獅子が互いに

にら

睨み合い、
悪魔不浄を追い払うよう勇壮に舞いました。参拝
者は、時に緩やか、時に激しく練る獅子の姿を真
剣な表情で見入っていました。
　「子どもの頭を獅子に噛んでもらうと魔除けに
なる」と言われていて、子どもの健やかな成長を
願う親子が長い列をつくりました。獅子が怖くて
泣き叫ぶ子や、自分から進んで頭を差し出す子な
ど境内は泣き顔や笑い顔であふれていました。

オープニングコンサート９月17日 ベルフォーレ津山

みんなのミュージカル 職場対抗

９月18日 津山文化センター ９月19日 津山文化センター
不思議世界の

ようあん

榕菴センセイ 民踊わーるど ｉｎ 鶴山
９月11日 津山文化センター

カラオケのど自慢大会

９月23日 津山総合体育館
幼児による鼓笛ミュージックフェスティバル

９月22日 ベルフォーレ津山
東儀秀樹  雅楽ワークショップ

９月20日、21日 加茂町文化センター ほか
音楽プレゼントⅠ・Ⅱ

９月21日 津山文化センター

イルカファミリーコンサート
イルカ40th Anniversary コンサート
2011～2012 ～震災復興支援～

９月24日 アルネ・津山東広場
市民コンサートⅣ ブラスフェスティバル

９月18～23日 市内各所街かどコンサート

泣いてなんかないよ
10月９日 高田神社（上横野)

大きなおいも見つけたよ
10月１日 グリーンヒルズ津山

大正ロマンを求めて
10月２日 城西地区

体も心もリフレッシュ！
第40回つやま市民スポーツ祭

サツマイモ収穫祭

津山城西まるごと博物館フェア

高田神社獅子舞

10月９日 津山陸上競技場(勝部)ほか

出演した市民は
約2,000人、入場
者は約16,000人
と前回を上回る
盛り上がりを見
せていました

　８月28日の市民コンサートⅠ
(日本音楽）を皮切りに市内各
所でさまざまな演奏や演技、イ
ベントが行われた第８回津山国
際総合音楽祭。期間中、まち中
に音楽が溢れていました。

ろまん


